
施設名 細目 土質定数・諸値 調査方法 土質定数・諸値 調査方法 土質定数・諸値 調査方法 土質定数・諸値 調査方法 土質定数・諸値 調査方法 土質定数・諸値 調査方法

支持層・支持力

Ｎ値（30程度以上5～10m)
単位体積重量(γ)
粘着力(c）=0

せん断抵抗角（φ）

標準貫入試験
(礫障害に注意）

Ｎ値（30程度以上5～10m)
単位体積重量(γ)

粘着力(c）=0
せん断抵抗角（φ）

標準貫入試験

Ｎ値（30程度以上5～10m)
単位体積重量(γ)

粘着力(c）
せん断抵抗角（φ）

標準貫入試験
(礫障害に注意）
平板載荷試験

Ｎ値（20程度以上5～10m)
単位体積重量(γ)

粘着力(c）
せん断抵抗角（φ）

一・三軸圧縮試験(UU)

支持層下位の強度・圧密
粘着力（ｃ）

圧密降伏応力（Pc)
一軸圧縮試験

圧密試験
粘着力（ｃ）

圧密降伏応力（Pc)
三軸圧縮試験

圧密試験
粘着力（ｃ）

圧密降伏応力（Pc)
一軸圧縮試験

圧密試験

杭周面摩擦・側方移動 周面摩擦力　Ｎ値
標準貫入試験

(礫障害に注意）
周面摩擦力　Ｎ値 標準貫入試験 Ｎ値または粘着力（Ｃ）

一・三軸圧縮試験(UU)
標準貫入試験

Ｎ値または粘着力（Ｃ）
三軸圧縮試験(UU)

標準貫入試験
周面摩擦力　Ｎ値

標準貫入試験
(礫障害に注意）

Ｎ値または粘着力（Ｃ） 一・三軸圧縮試験(UU)

水平地盤反力 変形係数(E)
標準貫入試験

(礫障害に注意）
孔内水平載荷試験

変形係数(E) 孔内水平載荷試験 変形係数(E)
孔内水平載荷試験

一・三軸圧縮試験(UU)
変形係数(E)

孔内水平載荷試験
三軸圧縮試験(UU)

変形係数(E)
標準貫入試験

(礫障害に注意）
変形係数(E)

孔内水平載荷試験
一・三軸圧縮試験(UU)

耐震（動的解析）
地盤種別

地震応答解析(弾性波速度、
せん断波速度、密度）

ＰＳ検層、密度検層

地盤種別
地震応答解析（弾性波速度、

せん断波速度、密度、
動的変形特性（G～γ)

ＰＳ検層、密度検層
繰返し三軸試験

地盤種別
地震応答解析（弾性波速度、

せん断波速度、密度、
動的変形特性（G～γ)　）

「ごく軟弱な粘性土」の定義

ＰＳ検層、密度検層
繰返し三軸試験
一軸圧縮試験

地盤種別
地震応答解析（弾性波速度、

せん断波速度、密度、
動的変形特性（G～γ)　）
「ごく軟弱な粘性土」の定義

ＰＳ検層、密度検層
繰返し三軸試験
一軸圧縮試験

地盤種別
地震応答解析（弾性波速度、

せん断波速度、密度、

ＰＳ検層、密度検層
繰返し三軸試験

地盤種別
地震応答解析（弾性波速度、せん断波
速度、密度、動的変形特性（G～γ))

ＰＳ検層、密度検層
繰返し三軸試験

液状化（簡易法）
Ｎ値

10%粒径(D10)　平均粒径(D50)
細粒土分含有率(FC)

標準貫入試験
粒度試験(フルイ)

Ｎ値、塑性指数（Ip)
10%粒径(D10)　平均粒径(D50)

細粒土分含有率(FC)

標準貫入試験
粒度試験(フルイ)
液性・塑性限界試験

Ｎ値、塑性指数（Ip)
10%粒径(D10)　平均粒径(D50)

細粒土分含有率(FC)

標準貫入試験
粒度試験(沈降)

液性・塑性限界試験
土粒子の密度試験

液状化（詳細法）
上記＋弾性波速度、
せん断波速度、密度

ＰＳ検層、密度検層

弾性波速度、せん断波速度、
密度、動的変形特性（G～γ)

繰返し三軸強度比（ＲL)

ＰＳ検層　　密度検層
繰返し三軸試験

液状化試験

弾性波速度、せん断波速度、
密度

動的変形特性（G～γ)

ＰＳ検層、　密度検層
繰返し三軸試験

軟弱地盤

粘着力(c）
圧密降伏応力（Pc)

圧密指数（Cc)
圧密係数(cv)

体積圧縮係数(mv)

一軸圧縮試験
圧密試験

粘着力(c）
圧密降伏応力（Pc)

圧密指数（Cc)
圧密係数(cv)

体積圧縮係数(mv)

三軸圧縮試験(UU)
圧密試験

液状化（簡易法）
Ｎ値

10%粒径(D10)　平均粒径(D50)
細粒土分含有率(FC)

標準貫入試験
粒度試験(フルイ)

Ｎ値、塑性指数（Ip)
10%粒径(D10)　平均粒径(D50)

細粒土分含有率(FC)

標準貫入試験
粒度試験(フルイ)
液性・塑性限界試験

Ｎ値、塑性指数（Ip)
10%粒径(D10)　平均粒径(D50)

細粒土分含有率(FC)

標準貫入試験
粒度試験(沈降)

液性・塑性限界試験
土粒子の密度試験

－ －

基礎工・支持層
Ｎ値20以上

(基礎幅の3倍を確認)
標準貫入試験

(礫障害に注意）
Ｎ値20以上(基礎幅の3倍) 標準貫入試験

Ｎ値10以上またはqu=100kN/m2
以上(基礎幅の3倍)
圧密降伏応力(Pc)

標準貫入試験
一軸圧縮試験
圧密試験

Ｎ値20以上(基礎幅の3倍)
標準貫入試験

(礫障害に注意）
Ｎ値10以上またはqu=100kN/m2以上

(基礎幅の3倍)
標準貫入試験
一軸圧縮試験

地盤改良
単位体積重量(γ)

粘着力（ｃ）
圧密降伏応力（Pc)

一軸圧縮試験
圧密試験

単位体積重量(γ)
粘着力（ｃ）

圧密降伏応力（Pc)

三軸圧縮試験(UU)
圧密試験

単位体積重量(γ)
粘着力（ｃ）

圧密降伏応力（Pc)

一軸圧縮試験
圧密試験

液状化（簡易法）
Ｎ値

10%粒径(D10)　平均粒径(D50)
細粒土分含有率(FC)

標準貫入試験
粒度試験(フルイ)

Ｎ値、塑性指数（Ip)
10%粒径(D10)　平均粒径(D50)

細粒土分含有率(FC)

標準貫入試験
粒度試験(フルイ)
液性・塑性限界試験

Ｎ値、塑性指数（Ip)
10%粒径(D10)　平均粒径(D50)

細粒土分含有率(FC)

標準貫入試験
粒度試験(沈降)

液性・塑性限界試験
土粒子の密度試験

液状化（詳細法）
(PS検層、密度検層実施)

上記＋弾性波速度、せん断波
速度、密度

粒度試験(フルイ)
動的変形特性（G～γ)

繰返し三軸強度比（ＲL)
繰返し三軸試験

液状化試験
動的変形特性（G～γ) 繰返し三軸試験

地盤改良
単位体積重量(γ)

粘着力（ｃ）
圧密降伏応力（Pc)

一軸圧縮試験
圧密試験

単位体積重量(γ)
粘着力（ｃ）

圧密降伏応力（Pc)

三軸圧縮試験(UU)
圧密試験

単位体積重量(γ)
粘着力（ｃ）

圧密降伏応力（Pc)

一軸圧縮試験
圧密試験

液状化（簡易法）
Ｎ値、10%粒径(D10)

平均粒径(D50)　　　　　　　　細
粒土分含有率(FC)

標準貫入試験
粒度試験(フルイ)

Ｎ値、塑性指数（Ip)
10%粒径(D10)　平均粒径(D50)

細粒土分含有率(FC)

標準貫入試験
粒度試験(フルイ)
液性・塑性限界試験

Ｎ値、塑性指数（Ip)
10%粒径(D10)　平均粒径(D50)

細粒土分含有率(FC)

標準貫入試験
粒度試験(沈降)

液性・塑性限界試験
土粒子の密度試験

液状化（詳細法）
上記＋弾性波速度、
せん断波速度、密度

ＰＳ検層、密度検層

弾性波速度、せん断波速度、
密度

動的変形特性（G～γ)

繰返し三軸強度比（ＲL)

ＰＳ検層　　密度検層
繰返し三軸試験

液状化試験

弾性波速度、せん断波速度、
密度

動的変形特性（G～γ)

ＰＳ検層　　密度検層
繰返し三軸試験

推進・シールド
間隙比(e)
粒度構成

湿潤密度
含水比

土粒子の密度
粒度試験

間隙比(e)
粒度構成

湿潤密度
含水比

土粒子の密度
粒度試験

粘着力（ｃ） 一軸圧縮試験 粘着力（ｃ） 三軸圧縮試験(UU)
間隙比(e)
粒度構成

湿潤密度
含水比

土粒子の密度
粒度試験

粘着力（ｃ） 三軸圧縮試験(UU)

耐震性 せん断波速度(Vs)
標準貫入試験

またはＰＳ検層
せん断波速度(Vs)

標準貫入試験
またはＰＳ検層

せん断波速度(Vs)
標準貫入試験

またはＰＳ検層
せん断波速度(Vs)

標準貫入試験
またはＰＳ検層

せん断波速度(Vs)
標準貫入試験
またはＰＳ検層

せん断波速度(Vs)
標準貫入試験

またはＰＳ検層

液状化（簡易法）
Ｎ値

10%粒径(D10)　平均粒径(D50)
細粒土分含有率(FC)

標準貫入試験
粒度試験(フルイ)

Ｎ値、塑性指数（Ip)
10%粒径(D10)　平均粒径(D50)

細粒土分含有率(FC)

標準貫入試験
粒度試験(フルイ)
液性・塑性限界試験

Ｎ値、塑性指数（Ip)
10%粒径(D10)　平均粒径(D50)

細粒土分含有率(FC)

標準貫入試験
粒度試験(沈降)

液性・塑性限界試験
土粒子の密度試験

水平地盤反力 変形係数（Ｅ）
標準貫入試験

(礫障害に注意）
変形係数(E) 孔内水平載荷試験 変形係数(E)

孔内水平載荷試験
一・三軸圧縮試験

変形係数(E)
孔内水平載荷試験

三軸圧縮試験
変形係数（Ｅ）

標準貫入試験
(礫障害に注意）

変形係数(E)
孔内水平載荷試験
三軸圧縮試験(UU)

矢板打設工法等 Ｎ値 標準貫入試験 Ｎ値 標準貫入試験 Ｎ値 標準貫入試験 Ｎ値 標準貫入試験 Ｎ値 標準貫入試験 Ｎ値 標準貫入試験

ボイリング 地下水位 水位測定 地下水位 水位測定 地下水位 水位測定

ヒービング
単位体積重量(γ)

粘着力（ｃ）
一軸圧縮試験

単位体積重量(γ)
粘着力（ｃ）

三軸圧縮試験(UU)
単位体積重量(γ)

応力開放後の粘着力（ｃ）
三軸圧縮試験（CU)

盤ぶくれ 間隙水圧（被圧水頭) 間隙水圧測定 間隙水圧（被圧水頭) 間隙水圧測定 単位体積重量(γ) 湿潤密度試験 単位体積重量(γ) 湿潤密度試験 間隙水圧（被圧水頭) 間隙巣厚測定 単位体積重量(γ) 湿潤密度試験

地下水処理
透水係数(ｋ)
滞水層厚(H)

現場透水試験
粒度試験
ボーリング

透水係数(ｋ)
滞水層厚(H)

現場透水試験
粒度試験
ボーリング

透水係数(ｋ)
滞水層厚(H)

現場透水試験
粒度試験
ボーリング

透水係数(ｋ)
滞水層厚(H)

現場透水試験
粒度試験
ボーリング

上下水道
地中埋設物

－
仮設工
（掘削/山留め）

－

－ －

作成年月日：2023/07/01

－

－ － －

基本的に支持層に適さない 基本的に支持層に適さない

－ －

－

－

－ －

－

－

－

基本的に支持層に適さない

－

－

ボックス・
カルバート

地質調査方法早見表　(Ver.5）

橋梁下部工

－

－ －

－

－

－

－

沖積平野 洪積段丘

砂礫・砂質土層

擁壁工

－

－ －

－

－

－ －

－

－

－ － －

－ － －

粘性土層

盛土工

　　　　　　　　　　場所・地質
構造物

砂礫層 砂質土層 粘性土層

－

腐植土層



施設名 細目 土質定数・諸値 調査方法 土質定数・諸値 調査方法 土質定数・諸値 調査方法

支持層・支持力

Ｎ値（30程度以上5～10m)
単位体積重量(γ)
粘着力(c）

せん断抵抗角（φ）

標準貫入試験（換算Ｎ値）
一軸圧縮試験

岩級区分(3～5m)
単位体積重量(γ)
粘着力(c）

せん断抵抗角（φ）

オールコアボーリング

Ｐ波検層又は弾性速
度Vp、超音波速度測
定、一軸圧縮試験、

圧裂試験

支持層下位の強度・圧密

杭周面摩擦・側方移動

水平地盤反力 変形係数(E)
標準貫入試験(換算Ｎ値)
孔内水平載荷試験（中圧）

変形係数(E)
孔内水平載荷試験

（高圧）

耐震
ボックス・カルバート 一般的構造形式 地盤の分類 ボーリング 地盤の分類 ボーリング

推進・シールド 一軸圧縮強度(qu) 一軸圧縮試験 一軸圧縮強度(qu) 一軸圧縮試験

耐震性

開水路工 土圧

Ｎ値
単位体積重量(γ)
粘着力(c）

せん断抵抗角（φ）

標準貫入試験（換算Ｎ値）
一軸圧縮試験

岩級区分
単位体積重量(γ)
粘着力(c）

せん断抵抗角（φ）

オールコアボーリング

水平地盤反力 変形係数(E)
標準貫入試験（換算Ｎ値）
孔内水平載荷試験(中圧)

変形係数(E)
孔内水平載荷試験

（高圧）

矢板打設工法等 Ｎ値または一軸圧縮強度
標準貫入試験　　　　　　岩

の一軸圧縮試験
Ｎ値または
一軸圧縮強度

標準貫入試験
岩の一軸圧縮試験

ヒービング
自然吸水膨張率
吸水増加率

自然吸水率試験
乾湿繰返し試験

盤ぶくれ
単位体積重量(γ)

間隙水圧
コアボーリング

間隙水圧測定（湧水圧試験）

地下水処理
透水係数(ｋ)
滞水層厚(H)

現場透水試験
湧水圧試験
ボーリング

透水係数(ｋ)
滞水層厚(H)

現場透水試験
湧水圧試験
ボーリング

施設名 細目 特性諸値 調査方法 特性諸値 調査方法 特性諸値 調査方法 特性諸値 調査方法 特性諸値 調査方法

掘削性 Ｎ値
標準貫入試験
(礫障害に注意）

弾性波速度(Vp) 弾性波探査 弾性波速度(Vp) 弾性波探査 弾性波速度(Vp) 弾性波探査 すべり面深度
パイプ歪み計、
孔内傾斜計

安定勾配
Ｎ値
含水比

75μフルイ通過量

標準貫入試験
含水量

細粒土分含有量試験

弾性波速度(Vp)
Ｎ値

液性限界(ωL)
自然吸水膨張率
吸水増加率

弾性波探査またはＰ
波検層

標準貫入試験
液性限界試験
自然吸水率試験
乾湿繰返し試験

弾性波速度(vp)
亀裂係数(Cr)

弾性波探査または
Ｐ波検層

超音波速度測定

走向傾斜測定
計画のり面走向

走向傾斜測
定踏査

（ボアホー
ルカメラ）

名　称 適　用 名　称 適　用 名　称 適　用 名　称 適　用 名　称 適　用

標準貫入試験 ボーリング併用
スクリューウエイ
ト貫入試験

礫層の貫入は困難
簡易動的コーン
貫入試験

N<10､深度<10m
電気式コーン
貫入試験

深度<20m
電気式コーン
貫入試験

深度<20m

大型コーン貫入試験
ラムサウンディング

N<50、深度≦20
電気式コーン
貫入試験

N≦15の粘性土、
Ｎ≦15の砂質土

スクリューウエ
イト貫入試験

N<10､深度
<10m

スクリューウエ
イト貫入試験

N<10､深度<10m

標準貫入試験 ボーリング併用
スクリューウエ
イト貫入試験

N<10､深度<10m
(二重管式)
ポータブル
コーン貫入試

深度≦5m
(一・二重管
式)ポータブ
ルコーン貫入

深度≦10m

標準貫入試験 ボーリング併用

＊参考：「改訂3版　地質調査要領」より引用修正

名　称 ボーリング掘削径 名　称 ボーリング掘削径 名　称 ボーリング掘削径

シンウオールサンプリング φ86mm デニソンサンプリング φ116mm 三重管サンプラー φ116mm

＊参考：「全国標準積算資料（土質調査・地質調査：令和2年改訂版）」

名　称 使用する物理量 名　称 使用する物理量 名　称 使用する物理量

地中レーダ 電磁波 表面波探査 レーリー波 比抵抗映像法 電気抵抗値

作成年月日：2023/07/01

単位体積重量(γ)
粘着力(c）

せん断抵抗角（φ）
最大乾燥密度
最適含水比
自然含水比

スレーキング特性
土壌汚染物質（自然
由来・酸性化鉱物）

中型三軸圧縮試験
（ＣＤ）
突固め試験

スレーキング試験
土壌分析

地質調査方法早見表

－仮設工（掘削/山留め）

橋梁下部工
－

土質材料・盛土材
丘陵～山地

軟岩(新第三紀層～古第三紀層） 中・硬岩(古第三紀層～中・古生層）

　　　　　　　　　　場所・地質
構造物

－

割れ目の多い岩(中・古生層、火成岩）

－ －

のり面　　　　　　　　　　　　　地山層相　　　　　　　　 崖錐・崩積土 風化が速い岩（泥岩・凝灰岩・蛇紋岩等)

上下水道
地中埋設物 基盤岩(Vs≧300m/s) 基盤岩(Vs≧300m/s)

●地中埋設物の探査

割れ目が流れ盤

サウンディング試験

地すべり地

切土のり面工 逆算法によりせん断強度
定数算出にて安定解析

中位以上の砂及び粘土との互層 軟らかい粘性土地盤（2<N<4) 非常に軟らかい粘性土
（２≦Ｎ）

未知の地盤 砂・礫を主体

●サウンディング方法の選択

構造物　　　　　　　　　　　　　地山　　　　　　　　

＊参考：「道路橋示方書・同解説Ⅳ下部構造編(H29)、Ⅴ耐震設計編(H29)、杭基礎便覧(R2)、静岡県橋梁設計要領(R3)　道路土工〔擁壁工指針(H24)、ボックスカルバート指針(H22)、軟弱地盤対策工指針(H24)、切土工・斜面安定工指針(H21)、盛土工指針(H22)〕

●サンプリング方法の選択

構造物　　　　　　　　　　　　　地山　　　　　　　　

サンプリング

Ｎ≦４の粘性土 ４＜Ｎ≦20の粘性土 20＜Ｎの粘性土、砂質土、軟岩

地中埋設物の探査

構造物　　　　　　　　　　　　　地山　　　　　　　　 深度2m程度で地下水がない 深い深度で埋設物が1ｍ以下 深い深度で埋設物1ｍ以上

この早見表は、設計書を作成する際の参考資料とされたい。基準書等にて記載されて

いる標準的な項目を示すものであるが、現場や調査段階に応じた調査法を選定される

べきであるので使用にあたっては、詳細に別途基準書を参照されたい。
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